
〔６〕子どもの健康などについて 

（１）食生活 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

40.4

27.2

20.7

3.9
6.7

1.1

ほぼ毎食食べる

１日２食は食べる

１日１食は食べる

ほとんど食べない

離乳食前
無回答

N=1,073

37.3

25.7

24.8

4.3 6.7

1.2

好き

どちらかといえば

どちらかといえば嫌い

嫌い

離乳食前
無回答

N=1,073

好き

問１８ お子さんのふだんの食生活についておうかがいします。 

図表 6-1-1 【朝食を食べますか。】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図表 6-1-2 【野菜は好きですか。】                    図表 6-1-3 【野菜を食べますか。】 

82.7

5.4

2.1

1.6

7.2

1.0

毎日食べる

食べる日のほうが多い

食べない日のほうが多い

ほとんど食べない

離乳食前
無回答

N=1,073

 

就学前児童の食生活の状況をみると、朝食は「毎日食べる」が 82.7％と大部分を占める（図

表 6-1-1）。 

野菜の好き嫌いは、半数以上が好き（「好き」と「どちらかといえば好き」の合計）に回答

しているが、嫌いという児童も回答者の４人に１人を占める（図表 6-1-2）。 

また、野菜の摂食状況は、「ほぼ毎日食べる」が 40.4%となっているものの、「１日１食」

や「ほとんど食べない」を合わせると、野菜の摂取量が少ない児童もほぼ４人に１人となっ

ている（図表 6-1-3）。 
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91.1

5.3

3.5

している

していない
無回答

N=1,073

問１８ お子さんのふだんの食生活についておうかがいします。 
 

図表 6-1-4 【果物を食べますか。】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 6-1-5 【一日一回は家族と一緒に食事をしていますか。】 

35.1

36.7

16.6

3.4
6.8

1.3

毎日食べる

食べる日のほうが多い

食べない日のほうが多い

ほとんど食べない

離乳食前 無回答

N=1,073

 

 果物の摂食状況は、「毎日食べる」と「食べる日のほうが多い」で全体の 7 割を超えている

が、５人に１人の児童は食べる頻度が少なくなっている（図表 6-1-4）。 

一日一回は家族と一緒に食事をすることについては、「している」との回答が 91.1％を占

めている（図表 6-1-5）。 
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（２）かかりつけ医の有無 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

81.2

6.1

11.9

0.8

すぐ近く（市内）にいる

近くではない（市外）がいる

決まったかかりつけの医師はいない

無回答

N=1,073

問１９ お子さんにはかかりつけの医師はいますか。 
 

図表 6-2-1 

 

かかりつけ医の有無をみると、「すぐ近く（市内）にいる」が全体の 81.2％を占める（図

表 6-2-1）。 

 子どもの年齢別でみると、いずれの年代も８割以上はすぐ近くにいると回答し、特に目立

った差はみられない（図表 6-2-2）。 

 

図表 6-2-2  かかりつけ医の有無（子どもの年齢別） 
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の医師はいない

無回答
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（３）夜間・休日の急病時、医療機関の必要性を感じた経験 

（ア）必要性を感じた経験の有無 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

78.5

20.7

0.8

ある

ない

無回答

N=1,073

問２０ 夜間や休日に、お子さんが急病などにより、医療機関の必要性を感じた経験はあ

りますか。 

図表 6-3-1 

 夜間や休日の子どもの急病時における医療機関の必要性は、「ある」と回答した人が全体の

78.5％を占める（図表 6-3-1）。 

 子どもの年齢別では、年齢の上昇に伴い必要性を感じた経験の割合も増加傾向にある（図

表 6-3-2） 

 

図表 6-3-2  必要性を感じた経験の有無（子どもの年齢別） 
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（イ）対応方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 急病時などの対処方法については、「休日急病診療所・市立病院に連れていった」が 75.8％

で最も多くなっている（図表 6-3-3）。 

 子どもの年齢別でみると、「休日急病診療所・市立病院に連れていった」は、年齢が高くな

るとともに回答率も高くなっている。「投薬などはせず、自宅で見守った」ては０歳児が

11.6%で他の年齢と比べるとやや高くなっている（図表 6-3-4）。 

 

図表 6-3-4  対応方法（子どもの年齢別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

救急車を呼んだ

近所の病院や診療所に連れていった

休日急病診療所・市立病院に連れていった

他市の救急病院に自分で連れていった

市販の薬で応急処置をした

投薬などはせず、自宅で見守った

その他
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3.6

5.3

75.8
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2.1

5.3

1.3

(％)
N=842

救急車を呼んだ

近所の病院や診療所
に連れていった

休日急病診療所・市立
病院に連れていった

他市の救急病院に自分
で連れていった

市販の薬で応急処置を
した

投薬などはせず、自宅
で見守った

その他

0 20 40 60 80 100

4.2

7.9

66.1

5.5

1.8

10.9

3.6

3.9

4.3

75.9

6.9

2.2

6.5

0.4

2.6

4.6

80.1

7.2

2.3

2.6

0.8

(％)

０歳
(N=165)

１～２歳
(N=232)

３～５歳
(N=391)

問２０－１ その時どのようにしましたか。あてはまるものを１つ選んで○をおつ

けください。 
図表 6-3-3 
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（４）風呂場での事故予防のための工夫 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

54.144.5

1.4

しているしていない

無回答

N=1,073

問２１ お子さんが風呂場で事故にあわない工夫（水をためないようにするなど）をして

いますか。 
図表 6-4-1 

 風呂場での事故予防の対策を「している」が 54.1％となっているのに対し、「していない」

は 44.5%でほぼ回答が分かれている（図表 6-4-1）。 

 

 

 

 

（５）心肺蘇生法の認知状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

23.1

51.3

25.0

0.7

知っている

少し知っている

知らない

無回答

N=1,073

問２２ あなたは、心肺蘇生法（心臓マッサージや人工呼吸）をご存知ですか。 
 

図表 6-5-1 

 心肺蘇生法を「知っている」と回答した人が 23.1%となっている。「少し知っている人」が

51.3%で最も多く、４人に１人は「知らない」と回答している（図表 6-5-1）。 
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（６）子どもの成長で他の子どもとの違いがあると気になったこと 

（ア）気になったことの有無 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

27.7

70.9

1.4

ある

ない

無回答

N=1,073

問２３ お子さんの成長に他のお子さんとの違いがあると気になったことはありますか。

 
図表 6-6-1 

 他の子どもとの成長の違いで気になった経験が「ある」と回答した人は 27.2%である（図

表 6-6-1）。 
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（イ）その際の相談窓口 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総合保健福祉センター
（ライフプラザ）

病院（診療所）

通っている保育所、幼稚園

子育て支援センター
（おひさまルーム）

子ども相談室（あいあい園）

府民健康プラザ（保健所）

教育センター

子ども家庭センター
（児童相談所）

その他

相談しなかった

無回答

0 5 10 15 20 25 30

26.6

15.8

11.1

6.7

3.7

2.7

0.7

0.0

7.7

24.6

0.3

(％)

N=297

問２３－１ どこかで相談されましたか。主な窓口を１つ選んで○をおつけください。 
 

図表 6-6-2 

 相談先として、「総合保健福祉センター（ライフプラザ）」が 26.6%で最も多く、次いで「病

院（診療所）」（15.8%）、「通っている保育所、幼稚園」（11.1）の順となっている。 

一方、「相談しなかった」は 24.6%で、気になったことがあると回答した人の４人に１人と

なっている（図表 6-6-2）。 
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（ウ）相談機関の対応に対する感想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

81.6

10.8

3.1

4.5

役に立った

あまり役に立たなかった

役に立ったが、改善して
ほしいところがある

無回答

N=223

問２３－２ 相談機関の対応についてどのように感じましたか。 

図表 6-6-3 

 相談機関の対応に対する感想では、「役に立った」と回答した人が相談した人の 81.6％を

占める。これに対し「あまり役に立たなかった」は１割にとどまっている（図表 6-6-3）。 

  「あまり役に立たなかった」もしくは「役に立ったが、改善してほしいところがある」の

具体的な内容は次のとおりである。 

 

「あまり役に立たなかった」具体的内容 件数 

たいして改善・解決しなかった。 4 

専門的ではなかった。 3 

保健師・医師の対応が悪かった。 3 

かえって不安になった。 2 

予約が取れなかった。 2 

答えがあいまいで具体的なアドバイスがなかった。 2 

対応が事務的。 1 

一方的に「母親の接し方が悪い」というようなことを言われた。 1 

乳児だったので相談や指導の時間帯が昼寝（眠いころ）と重なり、よけい

にぐずったり効果がなかった。 
1 

 

「役に立ったが、改善して欲しいところがある」具体的内容 件数 

対応が事務的。 3 

医師の対応が冷たかった。 2 

待ち時間が長かった。 1 

一方的に家庭の問題にされた。 1 
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（エ）相談しなかった理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

65.8
13.7

11.0

6.8

2.7

特に相談の必要性を感じなかった
どこに相談していいかわからなかった

相談窓口は知っていたが、役に立
つかどうかわからなかった

その他

無回答

N=73

問２３－３ 相談しなかった理由は何ですか。 

図表 6-6-4 

 相談しなかった理由は、「特に相談の必要性を感じなかった」が 65.8%で最も多くなってい

る。一方、「どこに相談していいかわからなかった」、「相談窓口は知っていたが、役に立つか

どうかわからなかった」はそれぞれ１割台となっている（図表 6-6-4）。 
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〔７〕子育て全般に対する意識や態度について 

（１）子育てに関する不安感や負担感等の有無 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7.7

39.8

34.7

5.8

10.3

1.8

非常に不安や負担を感じる

なんとなく不安や負担を感じる

あまり不安や負担などは感じない

全く感じない

なんともいえない（わからない）

無回答

N=1,073

問２４ 子育てに関して不安感や負担感等はお感じですか。次の中から１つだけ選んで○

をおつけください。 
図表 7-1-1 

 

 子育てに関する不安感や負担感をみると、「なんとなく不安や負担を感じる」は 39.8%で、

「非常に不安や負担を感じる」の 7.7％を加えると、子育てに不安や負担を感じる人が 47.5％

とほぼ２人に１人となっている（図 7-1-1）。 

 子どもの年齢別でみると、１～２歳児が他の年齢に比べて不安や負担を感じている割合が

やや高く、不安や負担を感じる人の割合が５割を超える（図表 7-1-2）。 

 

図表 7-1-2  子育てに関する不安感や負担感等の有無（子どもの年齢別） 
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（２）子育てに関する悩み・不安の内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもの教育に関すること

仕事や自分のやりたいこと、夫婦で楽しむ
等時間十分とれないこと

病気や発育・発達に関すること

食事や栄養に関すること

子育てに係わる出費がかさむこと

子どもの友だちづきあい（いじめ等を含む）
に関すること

子育てによる身体の疲れが大きいこと

子育てのストレス等から子どもに手を
上げたりしてしまうこと

子育てに関して配偶者・パートナーの協力
が少ないこと

子どもとの接し方に自信がもてないこと

子どもと過ごす時間が十分とれないこと

住居が狭いこと

配偶者・パートナー以外に子育てを手伝って
くれる人がいないこと

配偶者・パートナーと子育てに関して意見
が合わないこと

自分の子育てについて親族・職場等まわり
の見る目が気になること

育児のことがよくわからないこと

子育てに関して話し相手や相談相手が
いないこと

子育てが大変なことを身近な人が理解
してくれないこと

子どもが保育所や幼稚園へ行きたがらない
こと

その他

負担に思うことはない

無回答
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39.8

39.1

35.2

34.1

30.3

29.1

19.7

17.9

17.1
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15.8

14.6

8.3

6.7

5.6

4.3

3.3

2.4

7.0

4.3

2.0

(MA%)N=1,073

問２５ 子育てに関して、日常悩んでいること、または、気になることはどのようなこと

ですか。あてはまるものすべてを選んで○をおつけください。 
 

図表 7-2-1 

 

 子育てに関する悩みや不安の内容をみると、「子どもの教育に関すること」が 39.8%で最も

多くなっている。これに次いで「仕事や自分のやりたいこと、夫婦で楽しむことなど自分の

時間が十分とれないこと」（39.1%）、「病気や発育・発達に関すること」（35.2%）、「食事や栄

養に関すること」（34.1%）が上位を占めている（図表 7-2-1）。 

 保育サービス等の利用有無別に上位 15 項目をみると、保育サービス等を利用している世帯

では「子どもの教育に関すること」が一番多い悩みになっているのに対し、在宅保育の家庭

では「仕事や自分のやりたいこと、夫婦で楽しむことなど自分の時間が十分にとれないこと」

が最も多くなっている（図表 7-2-2）。 
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  また、在宅保育者では「食事や栄養に関すること」が、保育サービス等を利用する人では

「子どもと過ごす時間が十分とれないこと」の各割合も高く、両者の差が大きくなっている 

（図表 7-2-2）。 

 

図表 7-2-2  子育てに関する悩み・不安の内容（保育サービス利用有無別・上位 15 項目） 

 

 

子どもの教育に関すること

仕事や自分のやりたいこと、夫婦
で楽しむ等時間十分とれないこと

病気や発育・発達に関すること

食事や栄養に関すること

子育てに係わる出費がかさむこと

子どもの友だちづきあい（いじめ
等を含む）に関すること

子育てによる身体の疲れが大きい
こと

子育てのストレス等から子どもに
手を上げたりしてしまうこと

子育てに関して配偶者・パートナ
ーの協力が少ないこと

子どもとの接し方に自信がもてな
いこと

子どもと過ごす時間が十分とれな
いこと

住居が狭いこと

配偶者・パートナー以外に子育て
を手伝ってくれる人がいないこと

配偶者・パートナーと子育てに関
して意見が合わないこと

自分の子育てについて親族・職場
等まわりの見る目が気になること
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 子育てに対する負担感の有無別でみると、子育てに不安・負担を感じている人のほうがそ

うでない人に比べ、各項目の割合が上回っており、悩みや不安を抱えている様子がうかがえ

る。特に両者の開きが最も大きいのが「子どもとの接し方に自身がもてないこと」で 24.7

ポイントの差がある。加えて、「子育てによる身体の疲れが大きい」、「仕事や自分のやりたい

こと、夫婦で楽しむことなど自分の時間が十分にとれないこと」等も不安・負担を感じてい

る人の割合が高くなっている（図表 7-2-3）。 
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図表 7-2-3  子育てに関する悩み・不安の内容（子育てに対する負担感の有無別・上位 15 項目） 

 

 

子どもの教育に関すること

仕事や自分のやりたいこと、夫婦
で楽しむ等時間十分とれないこと

病気や発育・発達に関すること

食事や栄養に関すること

子育てに係わる出費がかさむこと

子どもの友だちづきあい（いじめ
等を含む）に関すること

子育てによる身体の疲れが大きい
こと

子育てのストレス等から子どもに
手を上げたりしてしまうこと

子育てに関して配偶者・パートナ
ーの協力が少ないこと

子どもとの接し方に自信がもてな
いこと

子どもと過ごす時間が十分とれな
いこと

住居が狭いこと

配偶者・パートナー以外に子育て
を手伝ってくれる人がいないこと

配偶者・パートナーと子育てに関
して意見が合わないこと

自分の子育てについて親族・職場
等まわりの見る目が気になること

0 20 40 60

47.3

51.6

44.3

36.5

35.3

36.5

31.0

29.6

24.7

28.2

17.8

17.6

19.0

11.4

11.6

34.6

27.9

26.0

30.4

23.7

22.1

7.1

6.0

9.4

3.5

14.1

13.4

11.1

6.2

1.6

(MA％)

不安・負担を感じる
(N=510)

不安・負担を感じない
(N=434)
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（３）子育てに関する悩み・不安の相談相手 

配偶者・パートナー

その他の親族（親、兄弟姉妹等）

隣近所の人、知人、友人

保育所、幼稚園、学校、学童保育の
保護者仲間等
保育所の保育士、幼稚園・小学校の
先生、学童保育の指導員等
育児書・育児雑誌・インターネット等
で調べる

職場の同僚

医師、保健師、看護師、栄養士など

子育てサークル等の仲間

総合保健福祉センター（ライフプラザ）

地域子育て支援センター

親子の集いの場

教育センター

専門カウンセリング（臨床心理士等）

保健所（府民健康プラザ）

ベビーシッター

民生委員・児童委員、主任児童委員

子ども家庭センター

母子自立支援員

その他

相談相手がいない

相談したいことはない

無回答

0 20 40 60 80 100

82.5

72.0

65.2

31.3

22.2

21.9

12.8

11.4

8.6

4.1

3.4

2.9

1.0

0.8

0.6

0.2

0.2

0.1

0.0

1.1

1.0

1.2

0.7

(MA%)N=1,073

問２６ 身近な地域で、子育てに関する悩みや不安をどなたに相談していらっしゃ

いますか。あてはまるものすべてを選んで○をおつけください。 
 

図表 7-3-1 

 

 悩みや不安の相談先は、「配偶者・パートナー」（82.5%）で最も多く、次いで、「その他の

親族（親、兄弟姉妹等）」（72.0%）、「隣近所の人、知人、友人」（65.2%）など、いわゆる“口

こみ”が上位を占める。地域子育て支援センターや民生委員・児童委員など地域に密着した

相談窓口の利用率はかなり低い（図表 7-3-1） 
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 保育サービス等の利用有無別でみると、保育サービス等を利用している人は利用施設の保

護者仲間や先生へ相談するケースが配偶者や他の家族に次いで多くなっているのに対して、

在宅保育の人はインターネット、雑誌などの媒体に頼るケースが高くなっている（図表

7-3-2） 

 

図表 7-3-2  子育てに関する悩み・不安の相談相手（保育サービス利用有無別・上位 15 項目） 

 

 

配偶者・パートナー

その他の親族（親、兄弟姉妹等）

隣近所の人、知人、友人

保育所、幼稚園、学校、学童保育
の保護者仲間等

保育所の保育士、幼稚園・小学校
の先生、学童保育の指導員等

育児書・育児雑誌・インターネッ
ト等で調べる

職場の同僚

医師、保健師、看護師、栄養士など

子育てサークル等の仲間

総合保健福祉センター（ライフプ
ラザ）

地域子育て支援センター

親子の集いの場

教育センター

専門カウンセリング（臨床心理士
等）

保健所（府民健康プラザ）

0 20 40 60 80 100

78.9

69.5

61.6

48.0

36.0

18.4

21.0

11.8

5.9

3.1

2.6

1.8

1.5

1.7

0.2

86.2

75.5

69.6

14.2

7.3

26.5

4.5

10.9

11.7

5.1

4.5

3.6

0.6

0.0

1.0

(MA％)

保育サービス等を利用
(N=544)

在宅保育
(N=494)

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子育てに対する負担感の有無別でみると、不安・負担を感じていない人は感じている人に

比べ配偶者や他の親族、知人・友人への回答が高くなっている。不安・負担を感じている人

は、そうでない人に比べ育児書や育児雑誌、インターネットの割合がやや高い（図表 7-3-3）。 
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図表 7-3-3  子育てに関する悩み・不安の相談相手（子育てに対する負担感の有無別・上位 15 項目） 

 

配偶者・パートナー

その他の親族（親、兄弟姉妹等）

隣近所の人、知人、友人

保育所、幼稚園、学校、学童保育
の保護者仲間等

保育所の保育士、幼稚園・小学校
の先生、学童保育の指導員等

育児書・育児雑誌・インターネッ
ト等で調べる

職場の同僚

医師、保健師、看護師、栄養士など

子育てサークル等の仲間

総合保健福祉センター（ライフプ
ラザ）

地域子育て支援センター

親子の集いの場

教育センター

専門カウンセリング（臨床心理士
等）

保健所（府民健康プラザ）

0 20 40 60 80 100

79.8

69.0

63.3

29.8

23.7

25.7

11.4

12.7

7.8

4.9

4.7

2.5

1.4

1.6

1.0

86.9

77.2

69.1

32.7

20.0

19.4

15.4

10.1

9.2

3.0

2.5

3.5

0.7

0.2

0.0

(MA％)

不安・負担を感じる
(N=510)

不安・負担を感じない
(N=434)
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（４）子育てに関する自主的活動への参加状況 

（ア）参加状況（意向） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

14.9

36.046.7

2.4

現在参加している

現在は参加していないが、
今後機会があれば参加したい

現在は参加しておらず、
今後も参加するつもりはない

無回答

N=1,073

問２７ あなたは子育てに関するサークルなど自主的な活動に参加していますか。 
 

図表 7-4-1 

 

 サークルの参加状況では、「現在は参加しておらず、今後も参加するつもりはない」の回答

が46.7％で半数近くに上っている。一方、「現在参加している」人は14.9%である（図表7-4-1）。 

 子育てに対する不安や負担感の有無によりサークル活動の状況については目立った差はみ

られない（図表 7-4-2）。 

 

図表 7-4-2  子育てに関する自主的活動への参加状況・意向（子育てに対する負担感の有無別） 

 

 

0 20 40 60 80 100

不安・負担を感じる
(N=510)

不安・負担を感じない
(N=434)

なんともいえない
（N=110)

15.3

14.1

14.5

39.2

33.4

35.5

43.7

50.0

48.2

1.8

2.5

1.8

現在参加している

現在は参加していないが、今後
機会があれば参加したい

現在は参加しておらず、今後も
参加するつもりはない 無回答

(%)
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（イ）自主活動を行うにあたって必要なこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

37.2

21.4

31.5

1.8 5.9

2.2

活動場所の確保

情報発信やＰＲ活動

子どもの遊びや成長について
の専門家のアドバイス

その他
特にない

無回答

N=546

問２７－１ 自主活動をしていくにあたって、必要だと思われることはどのようなもので

すか。あてはまるものを１つだけ選んで○をおつけください。 
 

図表 7-4-3 

 

 自主活動を行うにあたって必要なことは、「活動場所の確保」が 37.2%で最も高くなってい

る。「子どもの遊びや成長についての専門家のアドバイス」、「情報発信やＰＲ活動」もそれぞ

れ２，３割の回答率となっている（図表 7-4-3） 
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〔８〕生活環境について 

（１）外出の際、困る（困った）こと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

交通機関や建物がベビーカーでの移動
に配慮されていないこと

歩道や段差などがベビーカーや自転車
での通行の妨げになっている

暗い通り等が多く子どもが犯罪の被害に
遭うのではないかと心配

小さな子どもとの食事に配慮された場所
（店）が少ないこと

トイレがオムツ替えや親子での利用に
配慮されていないこと

自動車の通行が多いにもかかわらず
歩道や信号がなく安全に心配

買い物や用事等の合間の気分転換に
遊ばせる場所がないこと

授乳する場所や必要な設備がないこと

緑や広い歩道が少ない等まち並みに
ゆとりとうるおいがないこと

子供に手をとられて困っているときに
手を貸してくれる人が少ない

周囲の人が子ども連れを迷惑そうに
見ること

その他

特に困ること・困ったことはない

無回答

0 5 10 15 20 25 30 35

32.0

31.0

26.8

24.9

24.7

24.5

24.0

14.1

12.1

9.1

7.1

4.6

5.5

1.7

(MA%)
N=1,073

問２８ お子さんと外出する際、困ること・困ったことは何ですか。あてはまるものを３

つまで選んで○をおつけください。 
 

図表 8-1-1 

 外出の際に困る（困った）ことでは、「交通機関や建物がベビーカーでの移動に配慮されて

いないこと」（32.0%）が最も多くなっている。次いで「歩道の段差などがベビーカーでや自

転車での通行の妨げになっていること」（31.0%）が僅差で第 2 位となっている。これに「暗

い通りや見通しのきかないところが多く、子どもが犯罪の被害に遭うのではないかと心配な

こと」（26.8%）、「小さな子どもとの食事に配慮された場所（店）が少ないこと」（24.9%）が

上位を占めている（図表 8-1-1）。 

  小学校区別に困ることの上位５項目をまとめたものが図表 8-1-2 である。 
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図表 8-1-2  外出の際、困る（困った）こと（小学校区別・上位５項目） 

 

 

 箕面小学校区

 

 

 

 

 

 

 

 

 南小学校区

 

 西小学校区

 

 
東小学校区

 

 

 

 

 

 

 

 

 
中小学校区

 

 

 

 

 

 

（％）

第１位 第２位 第３位 第４位 第５位

(N=67)

歩道や段差などがベビー
カーや自転車での通行の妨
げになっている

交通機関や建物がベビー
カーでの移動に配慮されて
いないこと

小さな子どもとの食事に配
慮された場所（店）が少な
いこと

買い物や用事等の合間の気
分転換に遊ばせる場所がな
いこと

トイレがオムツ替えや親子
での利用に配慮されていな
いこと

  34.3  32.8  28.4   28.4  26.9

止々呂美小学校
区

(N=2)

トイレがオムツ替えや親子
での利用に配慮されていな
いこと

小さな子どもとの食事に配
慮された場所（店）が少な
いこと

買い物や用事等の合間の気
分転換に遊ばせる場所がな
いこと

 100.0  50.0  50.0

萱野小学校区
(N=95)

暗い通り等が多く子どもが
犯罪の被害に遭うのではな
いかと心配

自動車の通行が多いにもか
かわらず歩道や信号がなく
安全に心配

歩道や段差などがベビー
カーや自転車での通行の妨
げになっている

交通機関や建物がベビー
カーでの移動に配慮されて
いないこと

小さな子どもとの食事に配
慮された場所（店）が少な
いこと

  33.7  31.6  29.5   27.4  25.3

北小学校区
(N=35)

自動車の通行が多いにもか
かわらず歩道や信号がなく
安全に心配

交通機関や建物がベビー
カーでの移動に配慮されて
いないこと

小さな子どもとの食事に配
慮された場所（店）が少な
いこと

歩道や段差などがベビー
カーや自転車での通行の妨
げになっている

買い物や用事等の合間の気
分転換に遊ばせる場所がな
いこと

  37.1  31.4  31.4   25.7  25.7

(N=72)

交通機関や建物がベビー
カーでの移動に配慮されて
いないこと

歩道や段差などがベビー
カーや自転車での通行の妨
げになっている

トイレがオムツ替えや親子
での利用に配慮されていな
いこと

暗い通り等が多く子どもが
犯罪の被害に遭うのではな
いかと心配

緑や広い歩道が少ない等ま
ち並みにゆとりとうるおい
がないこと

  50.0  33.3  30.6   26.4  23.6

(N=130)

交通機関や建物がベビー
カーでの移動に配慮されて
いないこと

歩道や段差などがベビー
カーや自転車での通行の妨
げになっている

トイレがオムツ替えや親子
での利用に配慮されていな
いこと

小さな子どもとの食事に配
慮された場所（店）が少な
いこと

買い物や用事等の合間の気
分転換に遊ばせる場所がな
いこと

  36.9  33.1  31.5   28.5  26.2

(N=107)

歩道や段差などがベビー
カーや自転車での通行の妨
げになっている

トイレがオムツ替えや親子
での利用に配慮されていな
いこと

暗い通り等が多く子どもが
犯罪の被害に遭うのではな
いかと心配

交通機関や建物がベビー
カーでの移動に配慮されて
いないこと

小さな子どもとの食事に配
慮された場所（店）が少な
いこと

  33.6  28.0  28.0   27.1  25.2

西南小学校区
(N=93)

歩道や段差などがベビー
カーや自転車での通行の妨
げになっている

交通機関や建物がベビー
カーでの移動に配慮されて
いないこと

自動車の通行が多いにもか
かわらず歩道や信号がなく
安全に心配

暗い通り等が多く子どもが
犯罪の被害に遭うのではな
いかと心配

トイレがオムツ替えや親子
での利用に配慮されていな
いこと

  38.7  32.3  28.0   24.7  21.5

萱野東小学校区
(N=90)

自動車の通行が多いにもか
かわらず歩道や信号がなく
安全に心配

交通機関や建物がベビー
カーでの移動に配慮されて
いないこと

暗い通り等が多く子どもが
犯罪の被害に遭うのではな
いかと心配

歩道や段差などがベビー
カーや自転車での通行の妨
げになっている

小さな子どもとの食事に配
慮された場所（店）が少な
いこと

  34.4  31.1  28.9   26.7  26.7

豊川北小学校区
(N=80)

暗い通り等が多く子どもが
犯罪の被害に遭うのではな
いかと心配

交通機関や建物がベビー
カーでの移動に配慮されて
いないこと

買い物や用事等の合間の気
分転換に遊ばせる場所がな
いこと

自動車の通行が多いにもか
かわらず歩道や信号がなく
安全に心配

歩道や段差などがベビー
カーや自転車での通行の妨
げになっている

  33.8  30.0  28.8   23.8  23.8

(N=91)

歩道や段差などがベビー
カーや自転車での通行の妨
げになっている

交通機関や建物がベビー
カーでの移動に配慮されて
いないこと

暗い通り等が多く子どもが
犯罪の被害に遭うのではな
いかと心配

買い物や用事等の合間の気
分転換に遊ばせる場所がな
いこと

自動車の通行が多いにもか
かわらず歩道や信号がなく
安全に心配

  36.3  35.2  30.8   24.2  23.1

豊川南小学校区
(N=125)

歩道や段差などがベビー
カーや自転車での通行の妨
げになっている

交通機関や建物がベビー
カーでの移動に配慮されて
いないこと

小さな子どもとの食事に配
慮された場所（店）が少な
いこと

暗い通り等が多く子どもが
犯罪の被害に遭うのではな
いかと心配

自動車の通行が多いにもか
かわらず歩道や信号がなく
安全に心配

  30.4  30.4  28.8   25.6  24.0

萱野北小学校区
(N=59)

買い物や用事等の合間の気
分転換に遊ばせる場所がな
いこと

暗い通り等が多く子どもが
犯罪の被害に遭うのではな
いかと心配

自動車の通行が多いにもか
かわらず歩道や信号がなく
安全に心配

交通機関や建物がベビー
カーでの移動に配慮されて
いないこと

歩道や段差などがベビー
カーや自転車での通行の妨
げになっている

 30.5  27.1  25.4   22.0  20.3
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（２）地域の子どもの遊び場に対する感想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

雨の日に遊べる場所がない

遊具などの種類が充実していない

公園など遊び場のトイレが親子での利用
に配慮されていない

不衛生である

いつも閑散としていて寂しい感じがする

遊具などの設備が古くて危険である

近くに遊び場がない

遊び場に行っても子どもと同じ歳くらいの
遊び仲間がいない

緑や水辺など子どもが自然にふれあう
場が少ない

遊び場周辺の道路が危険である

思い切り遊ぶために十分な広さがない

遊び場やその周辺の環境が悪くて安心
して遊べない

その他

特に感じることはない

無回答

0 10 20 30 40 50 60

53.6

31.5

30.5

24.1

20.6

15.6

14.2

12.2

12.1

10.3

9.2

6.5

6.0

3.7

1.4

(MA%)
N=1,073

問２９ 地域の子どもの遊び場について、日ごろ感じていることはありますか。あてはま

るものを３つまで選んで○をおつけください。 
 

図表 8-2-1 

 子どもの遊び場に対する感想では、「雨の日に遊べる場所がない」が 53.6%で最も多くなっ

ている。これに次いで、「遊具などの種類が充実していない」「公園など遊び場のトイレが親

子での利用に配慮されていない」もそれぞれ３割台の回答率となっている（図表 8-2-1）。 

  小学校区別できると、いずれの校区も「雨の日に遊べる場所がない」が最も多くなってい

る（図表 8-2-2）。 
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図表 8-2-2 地域の子どもの遊び場に対する感想（小学校区別・上位５項目） 
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 北小学校区

 

 南小学校区

 

 西小学校区

 

 

 

 

 

 

 

 

 中小学校区

 

 

 

 

 

（％）

第１位 第２位 第３位 第４位 第５位

箕面小学校区
(N=67)

雨の日に遊べる場所がない 遊具などの種類が充実して
いない

公園など遊び場のトイレが
親子での利用に配慮されて
いない

不衛生である いつも閑散としていて寂し
い感じがする／遊具などの
設備が古くて危険である

   62.7   32.8   31.3   23.9   16.4

止々呂美小学校
区

(N=2)

近くに遊び場がない 雨の日に遊べる場所がない

  100.0   50.0

(N=95)

雨の日に遊べる場所がない 遊具などの種類が充実して
いない

公園など遊び場のトイレが
親子での利用に配慮されて
いない

不衛生である 遊具などの設備が古くて危
険である

   42.1   33.7   31.6   25.3   23.2

(N=35)

雨の日に遊べる場所がない 近くに遊び場がない 遊具などの種類が充実して
いない

公園など遊び場のトイレが
親子での利用に配慮されて
いない

不衛生である

   45.7   25.7   25.7   25.7   20.0

(N=72)

雨の日に遊べる場所がない 公園など遊び場のトイレが
親子での利用に配慮されて
いない

不衛生である 遊具などの種類が充実して
いない

いつも閑散としていて寂し
い感じがする

   62.5   41.7   30.6   26.4   20.8

(N=130)

雨の日に遊べる場所がない 公園など遊び場のトイレが
親子での利用に配慮されて
いない

不衛生である 遊具などの設備が古くて危
険である

いつも閑散としていて寂し
い感じがする

   67.7   43.1   21.5   17.7   16.9

東小学校区
(N=107)

雨の日に遊べる場所がない 遊具などの種類が充実して
いない

いつも閑散としていて寂し
い感じがする

公園など遊び場のトイレが
親子での利用に配慮されて
いない

不衛生である

   53.3   34.6   26.2   24.3   20.6

西南小学校区
(N=93)

雨の日に遊べる場所がない 遊具などの種類が充実して
いない

公園など遊び場のトイレが
親子での利用に配慮されて
いない

遊具などの設備が古くて危
険である

いつも閑散としていて寂し
い感じがする

   40.9   32.3   30.1   24.7   21.5

萱野東小学校区
(N=90)

雨の日に遊べる場所がない 遊具などの種類が充実して
いない

いつも閑散としていて寂し
い感じがする

不衛生である 公園など遊び場のトイレが
親子での利用に配慮されて
いない

   48.9   37.8   32.2   27.8   20.0

豊川北小学校区
(N=80)

雨の日に遊べる場所がない 遊具などの種類が充実して
いない

不衛生である いつも閑散としていて寂し
い感じがする

近くに遊び場がない

   50.0   40.0   33.8   25.0   20.0

(N=91)

雨の日に遊べる場所がない 遊具などの種類が充実して
いない

公園など遊び場のトイレが
親子での利用に配慮されて
いない

不衛生である 遊具などの設備が古くて危
険である

   45.1   34.1   30.8   27.5   22.0

豊川南小学校区
(N=125)

雨の日に遊べる場所がない 遊具などの種類が充実して
いない

公園など遊び場のトイレが
親子での利用に配慮されて
いない

不衛生である 緑や水辺など子どもが自然
にふれあう場が少ない

   62.4   36.0   32.8   23.2   21.6

萱野北小学校区
(N=59)

雨の日に遊べる場所がない 公園など遊び場のトイレが
親子での利用に配慮されて
いない

遊具などの種類が充実して
いない

近くに遊び場がない いつも閑散としていて寂し
い感じがする

  55.9   33.9   28.8   23.7   22.0
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〔９〕仕事と家庭との両立支援について 

（１）仕事と子育てを両立させる上で大変だと感じること 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分や子供の急病時に代わりに
面倒をみる人がいない

子どもと接する時間が少ない

残業や出張が入ってしまう

職場の理解が得られない

子どもの面倒をみてくれる保育所
、学童保育が見つからない

家族や親族の理解・協力が得ら
れない

子どものほかに面倒をみなければ
ならない人がいる

その他

無回答

0 10 20 30 40 50 60 70 80

72.2

31.5

26.3

23.2

13.2

4.3

2.2

4.1

3.8

(MA%)
N=1,073

問３０ 一般に保育の必要な子どものいる家庭の方が仕事をしようとする場合に、仕事と

子育てを両立させる上で大変だ、または大変だろうと感じることは何ですか。自分

の意見に最も近いものを２つまで選んで○をおつけください。 
 

図表 9-1-1 

 仕事と子育てを両立させる上で大変だと感じることでは、「子どもや自分が病気・けがをし

たときに代わりに子どもの面倒をみる人がいない」（72.2%）が最も多くなっている。次いで

「子どもと接する時間が少ない」（31.5%）、「残業や出張が入ってしまう」（26.3%）の順とな

っている（図表 9-1-1）。 

就労状況別でみると、就労状況に関わりなく「子どもや自分が病気・けがをしたときに代

わりに子どもの面倒をみる人がいない」が最も高くなっている。母親のみ就労している家庭

では「残業や出張が入ってしまう」（60.0%）の割合も高くなっている（図表 9-1-2）。 

 

図表 9-1-2  仕事と子育てを両立させる上で大変だと感じること（就労状況別） 
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無
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答 

 
 
 
 
 
 母親のみ就労     10   60.0   70.0   10.0   20.0      -      -   40.0      -      -

父親のみ就労    725   20.8   74.1    5.5   25.0    2.3   15.4   31.6    3.9    3.7

共働き    257   36.6   70.4    1.6   19.5    1.6    9.3   30.0    5.8    3.1

その他      9   55.6   77.8      -   11.1      -   11.1   11.1      -   11.1
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（２）育児休業制度の取得状況（取得予定） 

（ア）取得状況（期間） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

13.4

70.8

15.8

取得した（現在取得している）

取得していない

無回答

N=1,073

0.0

11.1

6.9

76.4

5.6

１か月

２～３か月

４～５か月

６か月以上

無回答

N=144

【父親の取得状況】 
  回答者 1,073 人中、「取得した（現在取得している）」0.1％、「取得していな

い」86.6％、取得者の取得期間不明（無回答） 

問３１ 調査対象のお子さんが生まれた時、育児休業の取得状況と、取得した（している）

場合は取得（予定）期間、取得していない場合はその理由についてお答えください。

母親、父親それぞれについてご記入ください。 
 

図表 9-2-1 【母親の取得状況】                   図表 9-2-2  【母親の取得期間】 

 育児休業の取得状況について、母親の場合をみると、「取得した（現在取得している）」人

は 13.4%に対して「取得していない」と回答した人は 70.8%に上っている（図表 9-2-1）。 

取得期間は、「６か月以上」（76.4%）が一番多く、次いで「２～３か月」、「４～５か月」の

順となっている（図表 9-2-2）。 
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（イ）取得していない理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問３１ 調査対象のお子さんが生まれた時、育児休業の取得状況と、取得した（している）

場合は取得（予定）期間、取得していない場合はその理由についてお答えください。

母親、父親それぞれについてご記入ください。 
 

図表 9-2-3 【母親の取得していない理由】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図表 9-2-4 【父親の取得していない理由】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

職場に育児休業を取りにくい
雰囲気があった

仕事が忙しかった

仕事に戻るのが難しそうだった

昇給・昇格等が遅れそうだった

収入減となり、経済的に苦しくなる

保育所等に預けることができた

無職であったなど、制度を
利用する資格がなかった

配偶者が育児休業制度を利用した

配偶者が家にいて必要なかった

その他

無回答

0 10 20 30 40 50 60 70

25.2

27.7

6.6

5.4

14.7

1.4

1.8

11.0

67.7

4.6

2.9

(MA%)

N=929

職場に育児休業を取りにくい
雰囲気があった

仕事が忙しかった

（産休後に）仕事に早く復帰
したかった

仕事に戻るのが難しそうだった

昇給・昇格等が遅れそうだった

収入減となり、経済的に苦しくなる

保育所等に預けることができた

無職であったなど、制度を利用
する資格がなかった

配偶者が育児休業制度を利用した

配偶者が家にいて必要なかった

その他

無回答

0 10 20 30 40 50 60 70 80

5.9

2.1

0.8

4.3

0.1

1.7

1.3

76.4

0.0

1.3

11.7

2.9

(MA%)

N=760

母親が育児休業を取得しなかった理由は、「無職であったなど制度を利用する資格がなか

った」（76.4%）、父親は「配偶者が家にいて必要なかった」（67.7%）がそれぞれ最も多い（図

表 9-2-3、9-2-4） 
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（３）仕事と子育ての両立支援のために職場に求めること 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもが病気等の際に、看護のため
の休暇の措置の実施

育児休業を取得しやすく、職場復帰
しやすい環境の整備

妊娠中及び出産後における配慮

短時間勤務制度や始業・就業時刻
の繰り上げ・繰り下げ等の実施

事業所内託児施設の設置

子どもの出生時における父親の
休暇の取得の促進

産前産後休業後における原職又は
原職相当職への復帰

出産や子育てのために退職した者
の再雇用制度の実施

ベビーシッターに係る費用などの
援助の実施

勤務地、担当業務等の限定制度の
実施

その他

無回答

0 10 20 30 40 50 60 70 80

71.6

65.2

61.5

59.4

49.0

48.6

44.2

43.6

25.0

21.3

2.3

2.4

(MA%)
N=1,073

問３２ 男女が共に仕事と子育てを両立するために、職場環境に求めることについて、あ

てはまるものすべてを選んで○をおつけください。（現在、働いていない場合も、

必要だと思われるものをお答えください。） 
 

図表 9-3-1 

 仕事と子育ての両立支援のために職場に求めることでは、「子どもが病気等の際に、看護の

ための休暇の措置の実施」（71.6%）が最も多くなっている。次いで、「育児休業を取得しやす

く、職場復帰しやすい環境整備」（65.2%）、「妊娠中及び出産後における配慮」（61.5%）、「短

時間勤務制度や始業・就業時刻の繰り上げ・繰り下げ、フレックスタイム制等の実施」（59.4%）

が上位を占めている（図 9-3-1）。 

 就労状況別でみると、いずれの形態も「子どもが病気等の際に、看護のための休暇の措置

の実施」が最も高い回答となっている（図表 9-3-2）。 
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図表 9-3-2  仕事と子育てを両立させる上で大変だと感じること（就労状況別） 
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母親のみ就労     10   70.0   70.0   90.0   70.0   60.0   50.0   20.0   90.0   20.0   40.0      -      -

父親のみ就労    725   62.3   42.5   48.6   66.6   57.2   49.8   24.1   71.6   21.0   44.3    2.2    2.6

共働き    257   61.5   48.6   51.8   62.3   64.6   45.1   29.2   72.8   21.8   41.6    2.3    1.2

その他      9   55.6   33.3   33.3   66.7   33.3   55.6   44.4   66.7   44.4   44.4   22.2   11.1

（MA％） 
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〔10〕子育て支援施策について 

（１）子育て支援サービスの認知度・利用状況 

 （ア）保育サービス等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0 20 40 60 80 100

（１）保育所での一時保育

（２）保育所の園庭開放

（３）幼稚園の長時間保育

（４）地域子育て支援センター

（５）保育つき講座

（６）ふれあいホームサービス
（家事援助）

（７）みのおファミリー・サポート・
センター

（８）シルバー人材センターの
育児支援サービス

（９）子育て支援短期利用事業

8.2

35.2

24.6

16.9

11.1

1.1

5.4

0.6

0.5

62.2

51.6

45.7

48.9

41.8

28.6

44.0

30.6

9.4

27.0

10.6

26.9

31.3

44.1

67.7

48.1

66.2

87.0

2.6

2.5

2.8

2.9

3.1

2.6

2.5

2.7

3.2

利用（参加）したことがある

利用（参加）したことはないが、知っている 知らない 無回答

(%)

N=1,073

問３３ 次の子育てに関する機関や、サービスを知っていたり、これまでに利用し

たことはありますか。また、今後、利用したいと思いますか。それぞれあてはま

るものを１つ選んで○をおつけください。 
 

図表 10-1-1 【保育サービス等の認知度・利用度】 

 

 保育サービス等の認知度・利用状況で利用度・認知度が最も高いのが「保育所の園庭開放」

で、その他にも「保育所での一時保育」、「幼稚園の長時間保育」等が上位を占めている（図

表 10-1-1）。 
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  （イ）母子保健サービス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問３３ 次の子育てに関する機関や、サービスを知っていたり、これまでに利用し 
   たことはありますか。また、今後、利用したいと思いますか。それぞれあて 
   はまるものを１つ選んで○をおつけください。 
 

図表 10-1-2 【母子保健サービスの認知度・利用度】 
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（１０）予防歯科センター

（１１）療育相談
（箕面府民健康プラザ）

（１２）妊婦一般健康診査

（１３）パパママ教室
（ベビーケアなどの講習）

（１４）新生児訪問指導
（生後２８日まで）

（１５）２か月児育児相談会

（１６）すくすく相談会

（１７）離乳食講習会

（１８）乳児一般健康診査

（１９）乳幼児健康診査

（２０）乳児後期健康診査

（２１）はいハイクラブ
（１０か月児教室）

（２２）ビーバー教室
（歯の教室、１歳８か月）

（２３）とっとこクラブ
（２歳児教室）
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7.2

25.7
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18.0
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4.9
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3.6

44.1
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28.0
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56.3
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19.0
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31.2

40.1

19.2

50.0

43.0
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45.2

20.5
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36.3
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3.6
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2.9

利用（参加）したことがある

利用（参加）したことはないが、知っている

知らない 無回答

(%)

N=1,073

 母子保健サービスの認知度・利用度をみると、「乳幼児健康診査」は８割以上の利用率とな

っている。認知率は高いものの利用率が比較的低いものは、「パパママ教室（ベビーケアなど

の講習）」、「新生児訪問指導（生後２８日まで）」、「離乳食講習会」などがあげられる（図表

10-1-2）。 
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（２）子育て支援サービスの利用意向 

 （ア）保育サービス等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問３３ 次の子育てに関する機関や、サービスを知っていたり、これまでに利用したこと

はありますか。また、今後、利用したいと思いますか。それぞれあてはまるものを

１つ選んで○をおつけください。 
 

図表 10-2-1 【保育サービス等の利用意向】 

 
 

0 20 40 60 80 100

（１）保育所での一時保育

（２）保育所の園庭開放

（３）幼稚園の長時間保育

（４）地域子育て支援センター

（５）保育つき講座

（６）ふれあいホームサービス
（家事援助）

（７）みのおファミリー・サポート・
センター

（８）シルバー人材センターの
育児支援サービス

（９）子育て支援短期利用事業

33.0

48.7

56.8

30.9

39.5

14.9

20.5

14.7

10.3

24.9

19.8

12.5

19.4

19.1

36.0

25.0

28.1

18.5

23.7

13.0

17.8

36.7

29.1

38.2

44.6

46.6

59.2

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

18.5

18.5

13.0

13.0

12.3

10.9

9.9

10.6

12.0

利用（参加）したい

あまり利用（参加）したいと思わない

わからない

対象となる時期を過ぎた

無回答

(%)

N=1,073

 保育サービスの利用意向については、「幼稚園の長時間保育」が利用希望の最も高い項目と

なっている。加えて、「保育所の園庭開放」、「保育つき講座」なども利用意向率が高くなって

いる（図表 10-2-1）。 
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  （イ）母子保健サービス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問３３ 次の子育てに関する機関や、サービスを知っていたり、これまでに利用したこと

はありますか。また、今後、利用したいと思いますか。それぞれあてはまるものを

１つ選んで○をおつけください。 
 

図表 10-2-2 【母子保健サービスの利用意向】 

 

0 20 40 60 80 100

（１０）予防歯科センター

（１１）療育相談
（箕面府民健康プラザ）

（１２）妊婦一般健康診査

（１３）パパママ教室
（ベビーケアなどの講習）

（１４）新生児訪問指導
（生後２８日まで）

（１５）２か月児育児相談会

（１６）すくすく相談会

（１７）離乳食講習会

（１８）乳児一般健康診査

（１９）乳幼児健康診査

（２０）乳児後期健康診査

（２１）はいハイクラブ
（１０か月児教室）

（２２）ビーバー教室
（歯の教室、１歳８か月）

（２３）とっとこクラブ
（２歳児教室）

50.0

23.1

21.1

18.7

15.8

18.5

28.4

23.0

38.8

56.2

42.9

23.1

28.8

29.0

21.5

17.9

6.0

10.3

9.7

7.0

14.8

9.3

1.1

1.2

1.4

6.2

5.7

7.8

18.3

46.8

13.4

8.2

8.2

8.2

26.5

8.3

4.5

2.1

4.8

9.3

12.2

14.6

0.0

0.0

53.2

56.6

60.0

60.1

23.6

53.3

49.1

33.5

44.5

55.1

47.4

42.7

10.2

12.2

6.3

6.2

6.3

6.2

6.7

6.1

6.5

7.0

6.4

6.3

5.9

5.9

利用（参加）したい

あまり利用（参加）したいと思わない

わからない

対象となる時期を過ぎた

(%)

N=1,073

 

母子保育サービスの利用意向については、「乳幼児健康診査」への利用意向率が最も高くな

っている。また「予防歯科センター」、「乳児後期健康診査」等の利用意向も他のサービスに

比べ高い（図 10-2-2）。 
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（３）子育てをしやすくするために充実すべきこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子連れでも出かけやすく楽しめる場所

保育所や幼稚園の保育内容・利用時間
など多様なサービス

安心して子どもが医療機関を利用できる
体制の整備

親子が安心して集まれる身近な場

労働時間短縮、育休取得促進等、
企業等の職場環境の改善

保育所への送迎、家事援助等ＮＰＯ等
民間を活用した保育サービス

子育てに困ったときに相談したり情報
が得られる場

公営住宅の優先入居・広い部屋の割当
等、住宅面での配慮・支援

子育て支援に関する情報提供

子育ての講座など子育てについて
学べる機会

その他

特にない

無回答

0 10 20 30 40 50 60

51.5

49.8

40.4

31.2

18.1

16.0

14.9

13.2

12.7

7.5

6.0

0.5

2.9

(MA%)
N=1,073

問３４ あなたが箕面市で子育てをしていく上で、どのようなものが充実すれば、子育て

がしやすくなると思いますか。あてはまるものを３つまで選んで○をおつけくださ

い。 
図表 10-3-1 

 

 子育てをしやすくするために充実すべきこととしては、「子連れでも出かけやすく楽しめ

る場所」（51.5%）が最も高くなっている。これに続いて、「保育所や幼稚園の保育内容・利用

時間など多様なサービス」（49.8%）、「安心して子どもが医療機関を利用できる体制の整備」

（40.4%）、「親子が安心して集まれる身近な場」（31.2%）が上位を占めている（図表 10-3-1）。 
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